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談
を
受
け
付
け
︑
情
報
共
有
や
連

携
を
強
化
し
て
い
く
︒

２
中
小
企
業
へ
の
経
営
支
援

①
米
国
関
税
措
置
に
対
応
し
た
資
金

を
創
設
し
︑
新
事
業
展
開
へ
の
支

援
資
金
を
拡
充
し
︑
事
業
活
動
に

必
要
な
資
金
の
円
滑
な
供
給
を
図

る
︒

②
関
税
措
置
や
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
る
県
内
事
業
者
に
対
し
︑
専

門
家
の
派
遣
や
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
人
材
の
活
用
を
支
援
︒

③
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
県
内
消
費

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
︑

L
P
ガ
ス
販
売
事
業
者
を
通
じ
て

料
金
支
援
を
実
施
︒

▼
ガ
ソ
リ
ン
価
格
と
長
野
県
の
施
策

方
針

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
適
正
化
等
に
関

す
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
︑
価
格

高
騰
の
要
因
分
析
と
今
後
の
対
策

を
検
討
︒
特
に
中
山
間
地
域
の
多

い
長
野
県
で
は
︑
1
ス
タ
ン
ド
あ

た
り
の
販
売
量
が
少
な
い
こ
と
が

高
価
格
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て

お
り
︑
こ
れ
に
対
す
る
対
策
も
視

野
に
検
討
を
重
ね
て
い
る
︒

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部 

　
　
　
　

ど
う
な
る　

宿
泊
税
！

▼
宿
泊
税
導
入
と
長
野
県
施
策
方
針

長
野
県
は
﹁
世
界
水
準
の
山
岳
高
原

観
光
地
づ
く
り
﹂
を
目
指
し
︑
観
光

振
興
の
た
め
の
財
源
確
保
と
し
て
宿

泊
税
の
導
入
を
進
め
て
い
る
︒

長
野
県
観
光
審
議
会 
宿
泊
税
活
用

部
会
の
意
見
を
踏
ま
え
︑
計
画
期

間
を
5
カ
年
と
す
る
﹁
長
野
県
宿

泊
税
活
用
計
画
︵
仮
称
︶﹂
を
今
年

度
に
決
定
し
て
い
く
︒

第
一
回
宿
泊
税
活
用
部
会
資
料
の

概
要

①
2
0
2
6
年
6
月
か
ら
の
導
入
を

目
指
し
︑
税
額
は
1
人
一
泊
あ
た

り
定
額
3
0
0
円
の
方
針
︒
た
だ

し
︑
制
度
開
始
後
3
年
間
は

2
0
0
円
と
す
る
︒

②
素
泊
ま
り
料
金
が
6
千
円
未
満
の

場
合
は
徴
収
し
な
い
免
税
店
が
設

け
ら
れ
︑修
学
旅
行
や
教
育
活
動
・

研
究
活
動
を
目
的
と
し
た
宿
泊
な

ど
は
免
除
さ
れ
る
︒

③
観
光
地
の
環
境
整
備
︑
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
充
実
︑
受
け
入
れ
環
境

の
整
備
︑
観
光
振
興
体
制
の
充
実

な
ど
に
活
用
︒
市
町
村
に
は
税
収

の
最
大
2
分
の
1
を
交
付
金
と
し

て
配
分
す
る
︒白
馬
村
や
阿
智
村
︑

松
本
市
な
ど
︑
県
と
は
別
に
独
自

の
宿
泊
税
導
入
を
検
討
し
て
い
る

市
町
村
に
対
し
て
は
︑
県
の
税
額

を
1
5
0
円
に
引
き
下
げ
る
な
ど

の
連
携
を
図
る
︒

過
去
最
多
の
山
岳
遭
難
件
数
・
遭

難
者
発
生

長
野
県
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

実
態
調
査
結
果

●
調
査
対
象

・
県
内
企
業　

1
︐4
6
6
社

・
市
町
村
・
保
育
所
:
県
内
20
市
町

村
︑
県
内
保
育
所
20
所

・
労
働
者
:
県
内
労
働
者
3
︐0
4
0
人

︻
医
療
等
提
供
体
制
の
整
備
︼

５
億
８
︐４
３
５
万
５
千
円

重
点
医
師
偏
在
対
策
支
援
区
域
に

お
け
る
診
療
所
の
開
設
・
運
営
支

援
︵
施
設
・
設
備
整
備
費
助
成
を

含
む
︶

企
業
局

令
和
７
年
度
長
野
県
内
の
新
規
電

源
開
発
の
状
況

●
既
存
発
電
所
の
大
規
模
改
修

①
美
和
発
電
所
︵
伊
那
市
︶

令
和
7
年
5
月
1
日
再
開

②
春
近
発
電
所
︵
伊
那
市
︶

令
和
7
年
4
月
1
日
再
開

③
豊
岡
ダ
ム
発
電
所
︵
須
坂
市
︶

令
和
7
年
8
月
再
開

●
新
規
発
電
所
の
建
設

①
越
百︵
こ
す
も
︶の
し
ず
く︵
飯
島
町
︶

　
令
和
7
年
10
月
運
転
開
始
・
令
和

7
年
11
月
竣
工
式

②
湯
の
瀬
い
と
お
し
き
︵
長
野
市
︶

　
令
和
8
年
度
運
転
開
始
予
定

③
中
田
切
川
地
点
︵
駒
ヶ
根
市
︶

　
令
和
7
年
9
月
竣
工
式
・
令
和
10

年
度
運
転
開
始

④
菅
平
小
水
力
︵
上
田
市
︶

　
令
和
7
年
8
月
完
成
︑
令
和
8
年

4
月  

運
転
開
始
予
定　

※
重
点
医
師
偏
在
対
策
支
援
区
域
と

は
・
・

今
後
も
一
定
の
定
住
人
口
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
︑
必
要
な
医
師
が

確
保
で
き
ず
人
口
減
少
よ
り
も
医

療
機
関
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
の
方
が

早
い
地
域
の
こ
と
︒

︻
教
育
環
境
の
整
備
︼

２
億
９
︐７
９
５
万
６
千
円

・
佐
久
新
校
︑
中
野
総
合
学
科
新
校
︑

赤
穂
総
合
学
科
新
校
︑
須
坂
新
校
の

高
等
学
校
再
編
施
設
整
備
事
業
費

　
2
億
5
︐1
0
7
万
4
千
円

・
児
童
生
徒
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
︑

増
築
校
舎
等
の
設
計
に
着
手
︒

寿
台
養
護
学
校
の
施
設
整
備
事
業
費

　
4
︐6
8
8
万
2
千
円

　
債
務
負
担
行
為︵
1
億
6
1
5
万
円
︶

︻
地
域
公
共
交
通
の
維
持・活
性
化
︼

６
︐１
９
５
万
７
千
円

・
地
域
間
幹
線
バ
ス
路
線
確
保
維
持

緊
急
支
援
事
業
補
助
金

廃
止
予
定
の
地
域
間
幹
線
バ
ス
路

線
に
つ
い
て
︑
代
替
手
段
が
確
保

さ
れ
る
ま
で
の
運
行
延
長
に
必
要

な
経
費
を
助
成

　

3
︐3
4
5
万
7
千
円

・
交
通
G
X
加
速
化
の
た
め
の
電
気

バ
ス
導
入
支
援
事
業
補
助
金

　

2
︐8
5
0
万
円

︻
長
野
県
1
5
0
周
年
記
念
に
向

け
た
取
組
の
実
施
︼

１
︐０
２
３
万
９
千
円

明
治
９ (

1
8
7
6
︶
年
8
月
21
日

に
筑
摩
県
と
長
野
県
の
合
併
に
よ

り
現
在
の
長
野
県
が
誕
生
︒

令
和
８︵
2
0
2
6
︶
年
に
長
野
県

1
5
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
︑

県
民
の
機
運
醸
成
を
図
る
た
め
︑

各
種
イ
ベ
ン
ト
用
P
R
ツ
ー
ル
の

制
作
や
情
報
発
信
等
に
着
手
︒

議
員
提
出
議
案
は
︑﹁
米
の
安
定
供

給
及
び
生
産
基
盤
強
化
を
通
じ
た
食

料
安
全
保
障
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
﹂︵
案
︶
や
摂
食
障
が
い
者
へ
の

支
援
に
関
し
﹁
摂
食
障
害
対
策
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
﹂︵
案
︶

な
ど
13
議
案
を
可
決
︒

産
業
労
働
部    

ど
う
な
る 

米
国
関
税
・
ガ
ソ
リ

ン
価
格
！

▼
米
国
関
税
の
影
響
と
長
野
県
の
施

策
方
針

１
特
別
相
談
窓
口
の
設
置
と
県
連
絡

協
議
会
の
設
置

県
機
関
に
特
別
相
談
窓
口
を
設
け
︑

米
国
関
税
県
連
絡
協
議
会
を
設
置

す
る
こ
と
で
︑
事
業
者
か
ら
の
相

38
億
5
︐6
6
1
万
８
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
・

条
例
案
な
ど
を
可
決

令
和
７
年
６
月
19
日
か
ら

７
月
４
日
︵
会
期
16
日
間
︶

令
和
７
年
６
月
19
日
か
ら

７
月
４
日
︵
会
期
16
日
間
︶

６
月
定
例
県
議
会

６
月
定
例
県
議
会

主
な
補
正
予
算

︻﹁
物
価
高
騰
・米
国
関
税
措
置
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
１
.０
﹂の
実
行
︼

　

28
億
6
︐1
5
5
万
４
千
円     

令和６年
令和５年
前年同期比

件数 死者 行方不明者 負傷者 無事救出 計
321
302
+19

50
37

+13

3
3
0

142
160
-18                         

155
132
+23

350
332
+18

発生状況

山域別
年齢・男女別
態様別

居住地別

目的別

令
和
６
年
の
状
況

北アルプス 157 件（48.9％）八ヶ岳 60 件（18.7％）
中央アルプス 22 件（6.9％）
60 歳以上 44.6%　男性約 71.7%
転落・滑落・転倒 163件 (50.8%) 疲労凍死傷 50件(15.6%)
道迷い 46 件 (14.3%)
長野県 53人 東京都 46人 神奈川県 46人 埼玉県 29人
愛知県 26 人
登山 256件(79.8%) 山菜・きのこ採り 26件 (8.1%)
BC スキー 25 件 (7.8%）

・カスハラ行為が発生している（21.7％）
・発生の高い順「運輸業・郵送業」、「金融業・保険業」「サービス業（その他）」

・カスハラの被害を受けたことがある（36.2％）
・発生の高い順　「公務」、「学術研究・専門・技術サービス業」「医療・福祉」

・カスハラ行為が発生している（54.5％）( 市役所・市町村役場 64.3％、保育所 37.5％）

・対策実施状況「講じていない」40.4％　「検討しているが講じていない」30.8%
・防止対策として効果的と考えられる行政の取組：「カスハラに関する情報発信」（57.3％）、
「マニュアルやガイドラインの整備」（56.1％）、「法令等の整備」（41.4％）

・対策実施状況　「講じていない」9.1％　「検討しているが講じていない」31.8%

・対策実施状況　「実施されていない」25.6％　「わからない」34.9%
・防止対策として効果的と考えられる行政の取組：「カスハラに関する情報発信」（62.1％）、
「法令等の整備」（51.3％）、「マニュアルやガイドラインの整備」（50.2％）

企
業

労
働
者

市
町
村

保
育
所

暑
中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

　
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
︑皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
︒令
和
７
年
６
月
定
例
議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
の
で
︑議
会
レ
ポ
ー
ト

を
お
届
け
し
ま
す
︒

く
れ
ぐ
れ
も
︑体
調
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
︒

産
業
労
働
部
・
観
光
ス
ポ
ー
ツ

部
・
企
業
局
の
委
員
会
審
査

産
業
労
働
部
・
観
光
ス
ポ
ー
ツ

部
・
企
業
局
の
委
員
会
審
査

今年度は、産業労働部・観光スポーツ部・企業
局の所管に関する調査・審査を行っています。
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︻
佐
藤
︼長
野
県
警
察
安
全
安
心
ア
プ
リ

﹁
ラ
イ
ポ
リ
ス
﹂の
目
的
と
そ
の
機
能
の

特
徴
を
伺
う
︒

︻
鈴
木
警
察
本
部
長
︼

　

犯
罪
や
不
審
者
︑

交
通
事
故
等
の
各
種

情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
提
供
す
る
ほ
か
︑

防
犯
に
役
立
つ
機
能

に
よ
り
利
用
者
の
防
犯
意
識
等
の
向
上

を
図
り
︑自
主
的
な
防
犯
活
動
を
促
進

し
犯
罪
の
起
き
に
く
い
安
全
・
安
心
な

長
野
県
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
︑本
年
２
月
３
日
に
運
用
を
開
始
し

た
︒

︻
佐
藤
︼ラ
イ
ポ
リ
ス
を
通
じ
た
地
域
住

民
や
防
犯
協
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

見
守
り
隊
な
ど
の
自
主
防
犯
活
動
を
促

進
す
る
た
め
︑ラ
イ
ポ
リ
ス
を
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
︒

︻
鈴
木
警
察
本
部
長
︼

　

ラ
イ
ポ
リ
ス
に
は
︑地
域
に
お
け
る

犯
罪
や
不
審
者
等
の
情
報
発
信
機
能
の

ほ
か
︑ア
プ
リ
の
地
図
機
能
と
犯
罪
発

生
状
況
の
連
動
に
よ
る
︑効
果
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
経
路
の
設
定
と
活
動
の
記
録

化
な
ど
自
主
防
犯
活
動
を
支
援
す
る

﹁
見
守
り
活
動
パ
ト
ロ
ー
ル
﹂機
能
も
有

し
て
い
る
︒県
警
察
と
し
て
は
︑地
域
の

防
犯
協
会
・
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
活
動
に
際
し
︑更
な
る
自
主
防
犯
活

動
を
支
援
し
て
い
く
︒

︻
佐
藤
︼長
野
県
で
は
全
国
に
先
駆
け
て

長
野
県
手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
︑本

年
で
10
年
を
迎
え
た
︒こ
の
間
の
実
績
と

成
果
を
伺
う
︒

︻
笹
渕
健
康
福
祉
部
長
︼

　

手
話
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
手
話
動
画
辞
典

の
製
作
︑各
種
イ
ベ

ン
ト
等
に
お
け
る
啓

発
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
︑﹁
手

話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

る
﹂と
約
９
割
が
回
答
︒

　

条
例
施
行
後
の
９
年
間
に
手
話
講
座

を
3
5
4
回
開
催
し
計
7
︐2
0
0
名
が

受
講
し
た
︒昨
年
度
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
で
は
︑92.
6
％
が
今
後
も
手

話
を
学
び
た
い
と
回
答
し
て
お
り
︑あ
い

さ
つ
等
を
手
話
で
で
き
る
人
の
数
は

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
︒

︻
佐
藤
︼手
話
の
習
得
や
使
用
の
機
会
を

広
げ
︑手
話
文
化
を
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
手
話
施
策
推
進
法
が
成
立
し
た
︒今

後
県
と
し
て
手
話
言
語
条
例
の
理
念
を

実
現
す
る
た
め
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
伺
う
︒

︻
阿
部
知
事
︼

　
﹁
手
話
を
広
め
る

知
事
の
会
﹂の
副
会

長
を
務
め
て
い
る
︒

手
話
施
策
推
進
法
の

成
立
を
受
け
︑手
話

言
語
条
例
の
理
念
実
現
を
一
層
推
進
す

る
方
針
︒こ
れ
ま
で
県
庁
へ
の
手
話
通
訳

配
置
や
手
話
動
画
配
信
な
ど
で
手
話
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
き
た
が
︑今
後
は
幅

広
い
職
場
や
学
校
で
の
手
話
講
座
を
拡

充
し
︑手
話
人
材
の
確
保
を
進
め
る
︒

　

ろ
う
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生

社
会
の
実
現
の
た
め
︑手
話
に
関
す
る
理

解
と
関
心
を
国
民
全
体
に
広
げ
る
努
力

を
重
ね
て
い
く
︒

︻
佐
藤
︼小
中
学
校
に
勤
務
す
る
教
員
が
︑

希
望
す
れ
ば
特
別
支
援
教
育
課
程
の
資

格
取
得
を
目
指
せ
る
よ
う
な
支
援
体
制

を
構
築
し
︑多
様
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
適

正
な
支
援
力
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
現
状
と
課
題
は
ど
う
か
︒

︻
武
田
教
育
長
︼

　

特
別
支
援
学
校
教

諭
免
許
の
取
得
に
は
︑

教
員
と
し
て
３
年
間

の
実
務
経
験
と
認
定

講
習
に
よ
る
単
位
取

得
が
必
要
で
あ
り
︑県
教
育
委
員
会
で

は
︑希
望
す
る
教
員
が
受
講
し
や
す
い
よ

う
︑毎
年
夏
休
み
に
講
習
を
実
施
し
て
い

る
︒
　

免
許
法
認
定
講
習
は
︑令
和
６
年
度
は

2
9
6
名
が
受
講
し
て
お
り
︑令
和
７
年

度
は
3
3
0
名
が
受
講
す
る
予
定
︒

　

特
別
支
援
学
級
担
任
の
う
ち
︑特
別
支

援
学
校
教
諭
免
許
の
所
有
者
は
全
国
平

均
約
30
％
に
対
し
︑長
野
県
は
約
50
％
で

あ
り
︑本
県
は
一
定
程
度
の
専
門
性
を
有

し
て
い
る
と
認
識
を
し
て
い
る
︒

　

通
常
学
級
も
含
め
た
小
中
学
校
に
勤

務
す
る
教
員
全
体
で
は
︑特
別
支
援
教
育

に
係
る
知
識
や
経
験
の
あ
る
教
員
が
ま
だ

少
な
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
︑免
許
の
取

得
の
み
な
ら
ず
子
ど
も
側
か
ら
の
視
点
を

も
ち
︑多
様
な
子
ど
も
へ
の
支
援
を
学
ぶ

研
修
の
充
実
も
併
せ
て
図
っ
て
い
く
︒

(1)
人
権
尊
重
︑差
別
解
消
の
た
め
の
条
例
案

相
談
や
救
済
な
ど
具
体
的
支
援
の

検
討
を
！

　
令
和
７
年
6
月
に
知
事
か
ら
人
権
政
策

審
議
会
に
諮
問
を
し
︑県
が
今
年
度
の
制
定

を
目
指
す﹁
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例

(

仮
称)

﹂の
検
討
状
況
に
つ
い
て
︑人
権
政
策

の
状
況
と
課
題
を
踏
ま
え
︑条
例
の
方
向

性
に
つ
い
て
県
担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
︒

　

続
い
て﹁
N
P
O
法
人 

人
権
セ
ン

タ
ー
な
が
の
﹂と
の
学
習
会
で
は
︑イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
人
権
侵
害
は
想

像
を
超
え
る
根
深
い
実
態
が
あ
る
と
し
︑

県
条
例
案
は
有
効
的
に
対
応
で
き
る
よ

う
意
見
を
い
た
だ
く
︒

(2)
議
会
運
営
に
関
す
る
提
言

会
派﹁
改
革
信
州
﹂で
は
依
田
議
長
お
よ

び
中
川
副
議
長
に
対
し
︑議
会
改
革
の
必

要
性
に
鑑
み
︑当
面
す
る
議
会
運
営
に
関

し
︑２
項
目
の
提
言
を
行
っ
た
︒

１
︐議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
不
断
の
議

会
改
革
推
進
に
向
け
︑速
や
か
に﹁
議

会
改
革
推
進
会
議
﹂を
全
会
派
参
加

に
よ
り
設
置
し
︑今
期
こ
れ
ま
で
に

各
会
派
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
議
会

改
革
要
望
事
項
に
つ
い
て
議
論
を
開

始
さ
れ
た
い
︒

２
︐﹁
議
会
基
本
条
例
の
検
証
﹂に
つ
い
て

は
︑正
副
議
長
に
お
い
て
論
点
を
整

理
す
る
と
と
も
に
︑検
証
を
進
め
る

工
程
を
示
さ
れ
た
い
︒

６
月
定
例
議
会
一
般
質
問

６
月
定
例
議
会
一
般
質
問

さとう千枝 活動記録（2025年４月から６月）

１１
長
野
県
警
察
安
全
安
心
ア
プ
リ

﹁
ラ
イ
ポ
リ
ス
﹂の
さ
ら
な
る

活
用
を

２２
長
野
県
の
手
話
施
策
の
推
進
に

つ
い
て

３３
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
員
育
成
の
強
化
に
つ
い
て

６
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
︑

私
は
25
日
に
登
壇
︑
４
日
間
で
議
員
30
名
が
登
壇
し
︑

さ
ま
ざ
ま
な
県
政
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
︒

長野県聴覚障害者協会の皆様と

主催者・地域の方 ・々市民の皆様と懇談・意見交換や県要望活動に参加
４月 １日 滋野小学校入学式・東部中学校入学式
　　 ７日 長野県工科短期大学入学式
     １４日 長野県理容生活衛生同業組合総会（上田市）
     １６日 県学芸員による東御市西宮歌舞伎舞台の調査同行
     ２４日 東御市高齢者クラブ連合会総会
     ２５日 長野県建設業協会上小支部並びに建設上小事業協同組合懇談会
　 ２６日 佐藤千枝県政報告会
　 ２９日 東御市祢津東町歌舞伎公演
５月 ２日 長野県行政書士会東信支部定時総会
　　 ３日 平和をねがう市民のつどい
　　 ９日 東御市県庁要望同行
　 １４日 長野県シニア大学上小学部入学式
　 １５日 東御市商工会総代会
　 １９日 長野県商工会連合会上小支部総会
　 ２０日 建設業協会上小支部と県議との懇談会
　 ２３日 東御市スポーツ協会総会
　 ２４日 上小地区障がい者スポーツ大会開会式
　 ２６日 新張山土石採取地緑地化の視察
　 ２７日 佐久浅間JA総代会・味の里東御総会・東御市商工会田中支会総会
　 ２９日 雷電くるみの里定時株主総会
６月 ５日 上田地域振興局行政懇談会
　　 ８日 東御市消防ポンプ操法・ラッパ吹大会
　 １２日 建設業協会上小支部懇談会・議会運営委員会
　 ２０日 東御市建設業協会懇談会
　 ２２日 上小消防大会

開 会  ９月２５日
一般質問  ９月３０日
　　　　　    ～１０月３日
委員会審議  １０月６日
　　　　　    ～１０月９日
閉 会  １０月１０日

会
派
「
改
革
信
州
」

ト
ピ
ッ
ク
ス

会
派
「
改
革
信
州
」

ト
ピ
ッ
ク
ス

皆様からの要望が実現しました !
３.県道東御八重原丸子線羽毛
山橋のグレーチングと擦り
付けるための舗装補修工事
（７月）

２.県道浅間サンライン原口横
断地下道漏水補修工事
（６月）

１.県道東御嬬恋線片羽法面崩
落防止ネックス柵の設置
（５月）

補修前

補修後

「人権尊重の社会づくり条例(仮称)」の検討
状況について意見交換

令和7年9月定例会日程
（予定）

補修前

補修後

補修前

補修後
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